


壬
生
町
立

歴
史
民
俗

資
料
館

[

電
車]

　
JR 
宇
都
宮
線
「
自
治
医
大
」
駅
下
車
、
タ
ク
シ
ー
約
15 
分

　
　
　

　
東
武
宇
都
宮
線
「
壬
生
」
駅
下
車
、
徒
歩
約
10 
分

[

車]

　

　
北
関
東
自
動
車
道
「
壬
生
I.C
」
か
ら
約
10 
分

　
　

　

　「
都
賀
I.C
」
か
ら
約
10 
分

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
家
康
へ
の
熱
き
忠
義
心
　－

忠
吉
・
元
忠
父
子

－

」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
基
調
講
演
）

　
　
　
柴
　
裕
之
氏

　

パ
ネ
ラ
ー

　
　
　德
川
家
広
氏
（
德
川
宗
家
19  
代
当
主
）

　
　
　
鳥
居
忠
明
氏
（
鳥
居
家
16  
代
当
主
）

　
　
　小
菅
一
弥
　
（
壬
生
町
長
）

日
時

　
2
0
2
3
年
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

           

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（

13
時
開
演
）

会
場
　 

壬
生
町
城
址
公
園
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

定
員

　
1
0
0
0
名
（
入
場
無
料
）

※

要
事
前
申
込
　
10
月
16
日
（
月
）
　9
時
〜
申
込
開
始
（
先
着
順
）

申
込
方
法
　

お
問
合
わ
せ
先
ま
た
は
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

お
問
合
わ
せ
先
　0
2
8
2-

8
1-

1
8
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
町
生
涯
学
習
課
）

（※

以
下
は
、
す
べ
て
参
加
無
料
、
予
約
不
要
）

◎
特
別
展
示 

大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す
る
家
康
」
等
身
大
パ
ネ
ル
展

期
間  

11
月
8
日
（
水
）
〜 

12
月
17
日
（
日
）

会
場
　
壬
生
町
城
址
公
園
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

◎
常
楽
寺
（
鳥
居
家
菩
提
所
）
特
別
展
示

日
時 

11
月
4
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

     
   

11
月
26
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

会
場
　
常
楽
寺

内
容
　
常
楽
寺
所
蔵
「
鳥
居
元
忠
画
像
」

　
　
　「
鳥
居
忠
英
画
像
」
特
別
公
開

﹇
関
連
企
画
﹈

〒
3
2
1-

0
2
2
5
　

栃
木
県
壬
生
町
本
丸
1-

8-

33

（
東
武
宇
都
宮
線
壬
生
駅
下
車
、

壬
生
城
址
公
園
内
）

℡
 0
2
8
2-

8
2-

8
5
4
4

1 

伏
見
城
大
広
間
畳
之
図 

並
其
由
来
　
　
常
楽
寺
（
壬
生
町
）
所
蔵

2

徳
川
家
康
と
二
十
将
図
　
　
栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵

3

鉄
錆
地
椎
実
形
兜
　
鳥
居
元
忠
所
用
　
精
忠
神
社
（
壬
生
町
）
所
蔵
　

4

鳥
居
忠
吉
書
状
　
個
人
蔵

5

鳥
居
元
忠
書
状
　
鹿
島
神
宮
所
蔵
・
茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
　
　

　
こ
の
た
び
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
2
0
2
3

年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
ど
う
す
る
家
康
」
の
放
送
を
記
念

し
、「
家
康
と
元
忠

－

伏
見
に
散
っ
た
忠
誠
心

－

」
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
し
て
い
る
鳥
居
忠
吉
・
元
忠
父
子

は
、
の
ち
に
壬
生
藩
鳥
居
家
の
家
祖
に
な
る
人
物
で
す
。

　
大
河
も
佳
境
に
入
り
ま
す
が
、
ス
タ
ー
ト
時
の
家
康
は

松
本
潤
さ
ん
が
演
じ
る
「
ナ
イ
ー
ブ
で
頼
り
な
い
プ
リ
ン

ス
」
と
し
て
描
か
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
三
河
武
士
の
面
々

が
個
性
的
に
描
か
れ
ま
し
た
。
幼
少
よ
り
家
康
の
側
近
と

し
て
仕
え
た
鳥
居
元
忠
を
音
尾
琢
真
さ
ん
が
演
じ
た
ほ

か
、
元
忠
の
父
・
忠
吉
を
演
じ
た
イ
ッ
セ
ー
尾
形
さ
ん
の

言
語
不
明
瞭
な
怪
演
は
印
象
的
で
し
た
。

　
鳥
居
元
忠
は
、
松
平
家
（
徳
川
）
三
代
に
わ
た
り
忠
臣

と
し
て
仕
え
た
父
・
忠
吉
の
忠
義
心
を
受
け
継
ぎ
、〝
家
康

一
筋
の
忠
義
者
〞
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
壬
生
町
に
は
、
関
ヶ
原
の
前
哨
戦
で
あ
る
山
城
伏
見
の

攻
防
で
自
刃
し
た
元
忠
を
祀
っ
た
〈
精
忠
神
社
　
御
神
体 

血
染
め
の
襯
〉
が
鎮
座
し
、
ま
た
元
忠
自
刃
の
際
の
〝
血

染
め
の
畳
〞
を
祀
っ
た
〈
畳
塚
〉
も
あ
り
、
今
も
な
お
壬
生

町
民
の
〝
聖
地
〞
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
に

は
鳥
居
家
の
菩
提
所
・
常
楽
寺
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
会
は
、
鳥
居
元
忠
と
そ
の
父
・
忠
吉
の
家
康

へ
の
熱
い
想
い
を
、
徳
川
宗
家
19 
代
ご
当
主
・
徳
川
家
広

様
、
鳥
居
家
16 
代
ご
当
主
・
鳥
居
忠
明
様
、「
ど
う
す
る

家
康
」
の
時
代
考
証
を
担
当
さ
れ
た
柴
裕
之
様
ら
を
交
え

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
町
内
に
残
る
鳥
居
家
の
遺
宝
・

遺
産
か
ら
探
り
ま
す
。

（
東
洋
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
／

「
ど
う
す
る
家
康
」
時
代
考
証
）
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1


